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広島県におけるクマタカSOjZaetZﾉS′7わa/ｂ/7s店ｏﾉ7ち/7世Zｦ佑

の巣の変更と周辺環境

森本栄

広島クマタカ生態研究会.〒731-0524広島県安芸高田市吉田町川本105-5

はじめに

クマタカSaiz圏er“"わajg"率は東アジアに生息する大型の猛禽類で，日本においても森林

'性生態系の頂点に位置する動物のひとつであり,本種を保全することは,森林環境を保全す

ることにも大きく寄与するものと考える.クマタカの巣および営巣地を保全することは,本種の繁

殖を継続させ,種を保全するうえで非常に重要である.クマタカは樹上に巣をかけ,複数の巣

を持つ(西垣外ほか’971,森本･飯田1992)ことが知られている.複数の巣を持つことにより，

繁殖を阻害する要因を回避し,繁殖の成功を高めることができると推察されるが,本報ではク

マタカの営巣場所の環境について記載するとともに,広島県内で繁殖するクマタカが複数の

巣を持つことが当てはまるか調査したので報告する．

調査方法

調査地は,広島県内の標高50mから1200mの西中国山地を中心とした地域で,営巣地のお

もな植生はコバノミツバツツジ研odbdb"qZnoj7,e比u/(ａｔ”,アカマツ鋤ａｓ先"sli化,waの群落で

ある．

この地域で,1982年から2005年の間にクマタカの生息地を調査し,営巣地を特定した.その

うち今回の解析で使用したのは,巣の変更を想定し,３年以上の現地調査を実施した生息地

である．

調査にあたり,まず営巣地を特定するため，山塊の下部に周辺植生の樹冠よりも上に架巣

可能な枝を持つ高木が多数存在する,急峻な斜面のある(クマタカ生態研究グループ2000，

森本･飯田1992)営巣可能な条件を満たす地域を地形図と航空写真で抽出した.現地調査

は,繁殖行動の活発な１月から６月を中心に,繁殖に影響がでないように300～600ｍ離れた
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